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ティークの『アブダラー』における
オリエントの魔術師

Der orientalische Zauberer in Tiecks Abdallah“ 

山石 本 真理子

ティーク（LudwigTieck 1773-1853）が19才の時に書いた小説『アブダラー』

(Abdallah 1792）は一風変わった作品である。この小説は「ティークの『群

盗』」という仇名を持つことから明らかなように、シラ一（FriedrichSchiller 

1759-1805）の情熱的な悲劇『群盗』（DieRauber 1781）の影響を受けている

といわれる。確かに、主人公アブダラーの言動には、 『群盗』の主人公カール・

モールの示す、絶望に駆られた人間のすてばちな言動を思い起こさせるところ

が多い。しかし、カール・モールの絶望は、放蕩の挙句に、腹黒い弟フランツ

の計略によって、父親から見放されたと思い込んだことから生じるが、それで

も彼には婚約者アマーリアの愛があり、また、義賊としての正義感がある。結

末部分で、追い詰められたフランツが自殺する場面や、貧乏人に賞金を与える

ためにカールが自首を決意する場面などは、やはり確固たる正義感に裏打ちさ

れている。一方、ティークの描くアブダラーの絶望は、善悪の価値観の崩壊で

あり、アイデンティティーの破壊であり、その結末にも主人公の無残な死があ

るのみで、正義感どころか、悪の勝利と、純真だが無力な人間の敗北があるに

過ぎない。このような恐怖と悪に満ちた小説を書いたことについて、ティーク

自身『アブダラー』の序文において、 「不思議なものを好む傾向は、人間の心

に大層深く根ざしているので、偉大な詩人が我々のファンタジーのあの恐ろし

い領域に棲む存在を我々に示したときに与える印象は、啓蒙主義や自由思想で

さえも弱めることができない。マクベスやハムレットを読む際に感じるあの恐
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怖は、決して理性の形成にとって不利な影響を与えるものではないと私は確信

している」と述べている。それにしても、この小説の無残な結末は、若いティー

クの抱いていた虚無感を窺わせて、どこかうすら寒いような読後感を与える。

上述のとおり、 『アブダラー』は悪の勝利を描く小説であるO 善良な若者が

愛する女性を手に入れるために友人と父を殺し、自ら悪人と自覚している王か

らまで卑劣な裏切り者として軽蔑され、破滅して行く過程を、そして彼の師で

あるはずの賢者オマルが彼をそのような悪事に巧みに誘いこむ過程を描いたも

のである。

この小説は実は二つの物語が絡み合った構造になっている。すなわち、アブ

ダラーを主人公とする、善から悪への転落の物語と、オマルを主人公とする魔

術的賢者の修行の物語とが組み合わせられているのであるO 表面的な筋書きの

背後で悪の力による策略が巡らされているため、複雑な展開となっているが、

以下に二つの物語の粗筋をまとめてみよう。

物語は、 「タルタライのある地域にアりという悪逆無道なスルタンがいた」

と始まる。この国にセリムという尊敬すべき老人がおり、アブダラーはその一

人息子である。セリムはかつてアリに財産没収の上追放されたことがあり、妻

をも失って絶望の極にあったとき、かねて顔見知りの修行僧オマルに出逢い、

彼の不思議な力によって宝を与えられ、その後名前を変えてひっそりと暮らし

ていた。数年後、再びオマルが病み衰えた乞食となって現われたので、セリム

は思返しのために、彼を息子アブダラーの家庭教師として家に住まわせる。ま

た、セリムは息子に、親友アブ・ベケルの娘との結婚を命じ、さもなければお

前を呪うぞ、という。この呪いが結局はセリムの命取りとなるのであるO 父や

オマルのそのような過去を知らないアブダラーは、ある時宮殿でアリの娘ツル

マを見て恋に落ちる。一方セリムは、アブ・ベケルと共に、アリに対する反乱

を起こすが、密告者が出て失敗、セリムはアブダラーと共に逃げる。アリは、

セリムを捕えたものに娘ツルマを褒美として与える旨告示する。それを知った
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ティ…クの『アブダラ－jjにおけるオリェγ トの護術鴎

アブダラーは苦悩するが、ツルマに対するアブダラーの愛を知らない父はあく

までアブ・ベケノレの娘との結婚を迫り、それを退ける息子に呪いの言葉を吐く。

る父から現われて雛撃を受けたアブダラーは交を憎み始めるO 彼は自分と

同じくツノレマを愛していた友人ラシ…ドを殺した後、遂に父を警告し、父は播

えられて処刑される。約束通りアブダラーはツノレマを樗るが、交に対する裏切

りゆえに、暴君アリも、ツノレマも彼を軽蔑するO そして婚礼の夜にアブダラー

は父の死体の幻を見て狂乱状態となって死ぬ。このアブダラーの悲劇が小説全

体の表面を支える骨組みとなっているO

そしてこのアブダラーの物語の背後にあるのが、オマノレの物語で、あるO これ

は、オマノレと同様に魔詩的賢者であるナディノレという人物が、アブダラーを救

うために彼に告げたものである。

この世のすべてを知りたいという知識欲に駆られ、人間を超えた存悲になる

ことを顔うオマルとナディルは共にアハメドという賢者の弟子となり、人知を

趨えた能力を身に付ける。しかしなおも知識欲を満足させることのできなかっ

たオマノレは、モンダーんという魔物の許を訪れ、さらに超人的な力を得て、人

間を軽蔑し、悪の力を振う。しかし誕独惑にさいなまれていた時期に、暴君に

追放されて悲しむセリムに偶然出逢って間靖し、宝を与えたために、モYダ

／レにとがめられ、責め苦を受ける。モγダーノレは、責め苦からの解放の条件と

して、誰かある人間が狂気に陥ることなく父親を殺すよう広仕向けるならば、

お前を告由にしてやろうという。そこでオマルは再びセリム親子に近づき、ア

ブダラーの教脊を在され、セリム親子の完全な信頼を得る。そしてツノレマに恋

脅したアブダラーに未来を見せてやろうといい、父者殺すことによってお前は

ツルマと結ばれるのだと予言するO このようにして、ツルマへの愛を父に打ち

明けられないアブダラーが、父の呪いに劫を煮やして父を殺すように仕向け、

最後に魔物のような正体を表して、モソダーノレよ、車、は出由だ、と叫んで消え

る。
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『アブダラーjに用いられたモチーフ

この小説は当時流行していた大衆文学の様々な要素を備えているG

第一に程、被結社小説。これは、人間が自分の意志とは裏腹に、影で策謀を巡

らす秘密結社の力によって、悪事あるいは思いがけない事件に巻き込まれるこ

ととなる、というものである c シラ…の『見護者』（DerGeisterseher・

1787-89）がその一視である。

しか く、悪魔ないし悪魔的な人間の魔力の場合

もある。その代表例としてシュピース（ChristianHeinrich SpieB）の『保｛需

ベータ－J] (Das Petermむ1chen.Eine Geistergeschichte aus dem 13.Jahrh. 

1791-92）が為る。 fアブダラーJと抵ぽ同時期に警かれ、共通点を多く

この翻霊物語はさき特大変な人気であったという。

オザエントー一これは中近東、インド、中間、果ては日本までも

広く暖昧な概念であるーーを舞台とし、ほとんどお伽話風の異国惜緒を利用す

るもの。これはドイツよりもフラ γス、イギリス した。そのきっか

けとなったのは、フランスのアントワーヌ・ガラン（AntoineGalland 

1646-1715）による F千衣一夜物語J](Les mille et une nuits 1704-17）の翻

訳で、あるO これは現在知られている『千夜一夜物語』のおよそ四分のーにしか

あたらないものであるが、右名な fアラジンと捷法のランプ』や『アリ・パパ

と四十人の盗賊J、 fシγ ドパッドの物語Jを含み、その後のヨーロッ

の文学記測り知れない影響を与えた。したがってオリェ γ トを舞台としている

こと詩体は十人世紀末のヨ…ロッパで試さ法ど珍しいことではなかった。

ティークが Fアブダラー』を書く際の手本としたのは、イギリスのベッタフォー

ド（WilliamBeckford 1760-1844）の奇想天外会アラピア風小説 Fヴァテッ

ク』（Vathek1786）であると言われる。そして、オリエント物が珍しくなかっ

たとはいえ、単に異国情絡を穣し出す小道具としてオリエンタリズムを狙った

だけのものや、
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ティ…クの『アブダラーJにおけるオリエントの魔術師

テック』と fアブダラ－j]はユニークな事在である。

アブダラーの手本たる『ヴァテック』は、ベックフォードがオリエントに関

して並々ならぬ知識を持っていたことを示している。主人公として、

夜物語Jで宥名なカリフ、ハールーン・アル・ラシードの孫を選んだことがす

でに彼の知識の正薙さを証明している。というのは、ヴァデック（ワーシク）

は実在の人物ではあるが、在位年数が短いため、現在の盤史書でもその治散に

関する記述はきわめて少ないという、謎に告まれた人物で島るからだ。したがっ

てこのような幻想的な物語の主人公として最適なのである。しかも彼の異母弟

にして次の代のカリフ、ムタワッキルは建築マニアで、 『ヴァテック』に描か

れる一万一千段の階段を持つ塔を患わせる巨大な建築物をこの物語の舞台となっ

た都市サーマッラーに建てさせている。その設かにも、ほとんど荒藤無稽とさ

え言えるこの幻想的な物語の中に、意外なまでに多くの歴史的事実やオリエン

トについての正確な知識が巧みに利用されている O

『アブダラー』には、ベッタフォードの fヴァテックJとは異なり、オリエ

ントに関する具体的な知識の利用は全くないといってよい。舞合となった国の

名さえはっきりせず、登場人物の名前も当時のオリエント物や『千夜一夜物語』

から無造作に採ったものばかりであるG その代わりに、 F千夜一喪物語』から

産接常用したと見られるそチーフが巧く利用されていることが確認できる。

オマノレという人物橡のもっとも基本的なモヂルは恐らく、 『アラジ γ』に受

るマグリブ人の魔法使いであろう。しかし、ティークの創りだしたオマ／レ

は、はるか仁複雑な性格を有している。この小説の蒸の主人公はオマノレである

とも蓄えるのだ。ほかに FアラジンJからそのアイディアを採ったと忠われる

のは、アブダラーがオマノレの進言によって、未来を知るために地下世界に赴き、

そこで父親殺しの予言を受ける倍所である。さらにアブダラーはナディんによっ

ても地下世界に行かされ、そこでオマルの正体を知らされる。この二度にわた

る地下世界行きは、アラジンがマグリブ人に歎かれて地下の宝庫に狩き、

と麓法のランプ。を持ってくる場面から思いついたものであろう。また、アラジ

？？ 



γはマグリブ人から魔力を持った指輪を与えられ、そのお陰で命拾いをするが、

アブダラーもオマノレから魔法の指輪寄与えられ、この指輪は、アブダラーをオ

マノレの手中にとどめておく役割を果たしている。

オマノレとナディルが露橋により姿を変えて争う場面は、 『三三人の托鉢僧また

は王子と五人のバグダッドの女の物語Jの中の『第二の托鉢憎の話Jに現わh

る王女と魔神の戦いの場面を利用したものである。

『アリ・パパと四十人の盗賊Jでは、アリ・パパに宝物を奪われ、手下たち

を殺された迩賊の首領が、復警警のために藷人に身をやっし、アリ・パパの息子

に近づき、その父の信頼をも

き、絶大な

が、これはセリムの命を狙うオマルがセリム

のと同じ図式である。ちなみに、アリ・パ

パ親子を盗賊の策略から守ったのはマルジャナーという女奴隷であるが、彼女

は常にアブドッラーという奴隷の協力を得ている。

しかし、 『アブダラ－j!と f千枝一夜物語3のそチ…ブの共通点をこれ以上

列挙することは差し控えたい。ここで考察したいのは、このや説の本当のテー

マ、すなわち、飽くことを知らない知識欲を溝足させるために人間性を失って

いく通程の操々な段階、そして人間を超越したという意識から生じるニヒワズ

ムに侵害れる人間たちの姿である。特に注目すべきなのは、この小説の真の主

役オマ／レという人物橡の特異性である。

知識欲と人間性の喪失

オマ る。ティークはこのような特殊な入

物議惑と徹底的に描きたかったために、わぎわざ舞台をオリエントtこしたのかも

しれない。しかも、オマルは本質的にはオリエシト的ではなく、あくまでヨ

ロッパ人の価舘観によって作り出された魔箭部なのである。すなわち、オマん

とは、オリェγ ト世界の賢者（または麓法使い、予言者、納入など〉とヨーロッ

パのファウスト的人物像の瀧合体なのであるG オマルの正体が詳しく語られる
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ティ…クの『アブダラ…J]t:こおけるオリエントの魔術師

のは、第ニ部でアブダラーを破滅から守ろうとするもう一人の震謝的賢者ナディ

ノレがアブダラ…に手渡した手紙においてで、ある。ナヂィノレもオマノレも、若年よ

りfすべてを知りたいという知識欲Jに捉えられて、カフカスにすむ賢者アハ

メドの許に弟子入りする。ニ人は、人知を超えた力を普にのみ使うという誓い

を立てたうえで、アハメドの力を受け継で。その時以来ナディノけま、人間とし

ての分を越えたことを後憶し、人間の摂界に留まっていた時代に戻りたいとさ

え思いながら、師アハメドの許に留求り、 「自然と神の叡知を観照するJ

。 ノレは、ますます募り仔く知識欲にさいなまれる。その

時の苦悩をオマノレ法以下のように語る。

わしにしてみれば、叡知が人間のもっとも噂い、唯一の程的だった。 〈中

略）あらゆる徳に対する疑惑の念から、わしは徳という称賛されるべき神

性を軽蔑するようになったO

こうして苦悩するうちに彼は魔性の賢者モンダーノレの噂を開く。モソダーノレは

突は人間ではなく、 「彼自身が彼の呪いでありム fその名前は恐怖に査る合

と

るJという麓物である。モγダーノレの許に赴くことは人間性を失うこ

。

わしは歩を進め、わしの人間らしさをここ りにした。わしは有限

の世界tこ属するものをすべて我が身から投げ捨てた。そしてわし安この世

にとどめていた鮮を永遠に引き裂いたのだ。

オマノレの知識欲とはどのようなものであろうか。それは濃然としか表現されて

いないが、人知を超越すること、この世のすべてを認識すること、神のような

永遠の存在となることである。モンダーノレのすむ荒涼とした山へ登りながら、

最後の迷いを撮り ょうとしてオマルは自分にこう言い罷かせる。
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しかしわしはこの世で何をすればいいのだ？ 天使になることはできない

し、人間でありたくはない。満足を知らない者には地獄しか残っていない

のだ。ほかにどうすることもできぬ。わ

りして取り探そうとは思わぬ。

らしさの何ものも、

そして遂にそンダ…んに出逢ったオマノレは「わしは人間であることを恥じてい

るのだ、お前の仲間にしてくれ。お訴を理解でき、お前と似たものになれるよ

うに」と懇願する。モソダーんはオマルの野望を聞き、 「思い上がった奴め」

るが、 「お前に与えられるものは与えてやろうjといい、また、 「お

れは人間の上にあるのではなく、人間と異なる存在なのだJと語り、悪の象徴

としての正体を表す。

人間は神から、すべてのことを秩淳付け、 ものにしようとす

る種？動を与えられているが、 とは破壊なのだ。

「破壊Jそのものであるそンダーノレは、オマノレが人間らしさを完全に捨てさる

ことを条件として彼を受け入れる。こうしてオマルは最初の師アハメドと

いを破り、悪と破壊をこととする鵡人的存在となるのでおるo

オマノけま超越性を護得するために自ら人間性を捨て去ち、超人のニニヒリズム

る。しかし、セリムの苦境に間帯するという形で人間性を一時取り戻

したために拷問を受け、再び、超越性を取り戻すために、吉分だけではなく、

牲者アブダラーの人間性をも失わせる。そのために、純真なアプダラーの心に、

まずこの世のはかなさ、人間という帯在の空しさを説く。オマノレを心か

している若いアブダラーは、 「すべてのものは死ぬために生まれて来ているん

だねJと輯槌を打ち試するが、それでは人間の存在には何の意味もないのだろ

うかという疑問も抱き、 f何のためにぼくの心の内面には生き生きとした精神

が息づいているの」と噂ねる。オマノレは答える。
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ィークの『アブダラーJにおけるオリエントの護衛部

伺のためにだって？ おお坊や、大地を擁り恕こしてはならん。恐ろしい

骸骨が出てくるだろうからな！ そんな秘密がお前の魂には永遠にわから

ないまま｝こするのだ。

この謎めいた答えによってアブダラーはますます「知りたいJという欲求に駆

られるが、その気持ちをオマノレは巧みに駆り立てるべく、人間の理解力の限界

を説く。

我々の叡知の前には岩の撃があって、いかにしてもそれを打ち破ることは

できないのだ。我々はブロンズの丸臆援に閉じ込められていて、本当に存

在するものを何も見ることは叶わず、我々が見たと患っているちらちらす

る姿は、なめらかなブロンズに映っている我々自身の擦に他ならんのだO

（中略）我々は自分が捕われ人であることしかわからんのだ。

アブダラーは fどうして創造主は、人間に限界を悟る能力だけを与えて、その

隈界を打ち破る力を与えなかったのだろうJと不満を述べる。オマノレは、人間

といえども、地の動物と本賞的に何ら違いはなく、動物と時じように、ただそ

くままに生きるほうが幸せなのだ、人間と動物の違いは、人間自身

を不幸にしている

続ける。

りjであり、 りjであると苦う。

る叡知とか謹とかいうものは、黒が平野に駆り立てる

く者がよろよろと る雲の影なのだ。

これがオマルの主張の主眼点で、ある。アブダラ 、 「認は影にすぎない

の？ Jと問い返すが、それに対してオマルは、善とか悪とかいう区別は愚か者

の偏見に過ぎない、替と呼ばれるものも悪と呼ばれるものも、すべて未知の力
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によって支配される世界の一部に過ぎない、と説き、アブダラーの錨イ直観をぐ

らつかせる。このような問答によって若いアブダラーは、人格形成が不完全な

段階で、人間の知力に関する錨値観や、善悪の判断力を根底から揺さぶられた

ため託、いともたやすく人間性を見失うのである。

また、こ る佑の人物にも、オマルのような鍍知の獲持による

ニヒリズムを恭すものがいる。ナデイ／レは超人的な叡知の重荷に耐えかねて、

無知のさ同高を壌かしく思いながら、人間性を謀ったまま隠者の立場を選ぶ。

リもまた、人間性を失いかけた人物であるが、彼がアブダラーの父親

しの罪を知った際の反応は、ティークの人関不信脅窺わせていて興味深いc

アリはもともと寛大な君主になろうとしていたのだが、オマノレの好智により、

人間を幾い、軽蔑し、己の欲望のままにふるまう暴君へと変身していた人物で

為るO 彼はアブダラーと同じく、オマノレの洗脳のもう一人の犠牲者なのだ。彼

は自分が悪人であることを自覚しているのだが、その彼もアブダラーの鰐告に

は衝撃を受ける。正義の人セザムの患子が父を密告するという異営事態は、ア

リが人間に対して抱いている不倍、軽蔑をますます確臨たるものにするもので

しかない。自責の念に半狂乱となったアブダラーを前にして、授は大臣メフメ

ドに声をかける。

見よ、メフメド、と後はにがにがしく微笑んでいった。この虫けらめの無

力はわしを楽しませるわ。かやつは自分自身から逃れようとしているが、

かやっの意識は自分の裏切りにどうしようもない誌どしっかりとつ会

められておるのだ。見よ、これが永遠なるものの叡撃さである人間なのだ。

（中略）わしは人間となったことが4海やまれるわ。わし捻自分自身を恥じ

る

人間性とは伺か。それは善悪の判断力とも替えるし、人間社会の中での、

や徳による人格の安定とも言える。ここで大変興味深いのは、ティークの描い
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ティ…クの『アブダラー』におけるオリエントの魔術部

た「知への欲求Jが善悪を超越し、世界の盲目性老誌識し、 F人間jであるこ

との限界に絶望するという方向を取っていることであるO なぜ「知」の獲得が

絶望や悪につ立がり、破誠をもたらすのであろうか。ここではオリエント世界

からおぼろげに怯えられた賢者の畿と、ファウスト依説と『ヴァテックJを先

駆とする懇の賢者、知識欲によって波びる悪人などのイメ…ジが重ね合わされ

ている。

fヴァテック』においても、 「退屈しのぎにおびただしい研究を重ねてjい

た主人公の「ついにはこの世のすべてを知り尽くそうとし、この世にはない学

問までもきわめようとjする知識欲は散慢さの証拠として描写され、その飽く

ことを知らない渇望ゆえに主人公がたどる惑と最終的な誠亡への道を暗示して

いる。

はじめて壌の一万一千段の上に登って眼下を備散したときには、

は絶頂に達しました。 〈中略）ヴァテックはわれとわが身を崇拝せんばか

りでありましたが、そのとき毘を上げると、星は大地に立って見るのと同

じほど、頭上のはるかかなたに輝いているではありませんか。しかし、自

らの卑小さを渋々みとめながらも、人の陸にはこの身はさぞや韓大に映る

だろうと考えて自分を慰めました。そればかりか、良分の心の光は自で見

える鎮界をはるかに越え、星を見て運命を明かすことができるのだとうぬ

ぼれたのです。 （私市禄彦訳〉

ティークがオマルの人物橡を形成する際に、オリェ γ ト世界の魔稀師や他人に

ついての何らかの知識を用いたかどうかは定かではないが、ベッタフォードが

描いたこのヴァテックという人物散をヒ γ トにしたことは確かである。ヴァテッ

クという人物像によって表されるのは、知識欲一人間的感皆の無視一人間に対

いう図式であるG もともとのヒントはオザエントについての情

報にあったかも知れないが、その発想、は急くまでヨーロッパ的、奮い換えるな

お



らばファウスト的である。しかしここには不思議な符合が見られる。

オリエント註界の物語では、しばしば魔縮の成功のための試練が物語の主人

公らに課される。そしてその試練においてもっとも大切なことは、人間的な感

特に愛を抹殺することである。ガランの『千夜一夜物語Jには入っていな

いが、 fアラジンJと同系統の話で F商人ウマルと三三人の息子、サーリムとサ

リームとジャウダノレの物語Jという物語が島る。この中に、魔術部が主人公ジャ

ウダノレ｝こ地下世界で、の試練を課す場面がある。この試練の間に自にするものは

すべて却なのだから心せよ、という魔術師の忠告にも拘わらず、ジャウダ／レは

母の幻への愛に負けたため、一度は試練に失敗する。そしてようやく二度目に、

り捨てたお陰で成功して、蓄と魔力による援助な得る。

また、日本でも芥JII龍之介の翻案で、よく知られている社子春の物語をこの点

で思い浮かべる人も多かろう。唐轄の志佳小説 F続玄怪録』｝こ含まれる

春の物語Jでも、仙人から「すべては却なのだjと患告されていたにもかかわ

らず、松：子春は、幻の中での我が児への愛情に負けてー設声を立てたために、

伯衡は破れている。どちらの場合も魔術師が「お前が見るものはすべて幻に過

いのだから心を動かされるなJと注意していることは大変興味深い。アブ

ダラ…の二度自の地下世界行に先だって、賢者ナディルが同様の忠告を与えて

いるのである。

オリエントで、は、魔術的試練における人間的感情の抑制は、決して悪へとつ

ながるものではない。むしろ惑惜は、斑術的修行の妨げとなる邪念、煩悩であ

るO 愛でさえもその例外で誌ない、それどころか、愛は魔術にとってもっとも

手ごわい樟害である。オマルの場合も、一度超人的能力を得て破壊、患をこと

としながら、ついセリムに対して同情心を示したために読され、再び掩力を完

ものにするためには、この間矯を取り摘し、セリムを破滅させねばならな

かった。ここでも、愛に代表される人間的感清の克服ないし故棄が、魔力を完

成させる道なのである。また、オマノレのニヒリズムも、超人的認識力を得たこ

とによって、この世のことはすべて幻に過ぎ在いと慢るところから発している。
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ティークの『アブダラー』におけるオリエントの魔術師

ただそれが、オリエントにおけるように善悪を超越した悟りの境地に到達する

道ではなく、悪へ、破滅へとつながる道として描かれているところがティーク

の特徴、いや、むしろヨーロッパの特徴である。ヨーロッパでは、超人的叡知

の獲得は、悪魔との契約によってなされるという考え方が伝統的で、あった。ファ

ウスト伝説がこの点でもっとも有名ではあるが、紀元1000年頃在位した法王シ

ルヴェストル 2世に関しても、同様の伝説がかなり広く後世まで流布していた

というから、この思想はかなり根の深いものである。法王としての手腕も優れ、

学識も高かったシルヴェストル 2世は、イスラム教徒から学問を学び、悪魔と

契約して、そのお陰で、法王の座を得たのだと言われていたという。どうやら、

彼の人並みはずれた叡知と、彼が学んだ修道院がイスラム文化圏と隣接してい

たことから生じた伝説らしいが、ここにも、異教の高度な文化に対するヨーロッ

パ人の憧僚と恐れが現われているようだ。

この小説では、唯一正義の人としての高潔さを最後まで保つ人物セリムさえ

もが、実は息子に呪いをかけたことによって彼を追い込む役割を担っている。

セリムが死に臨んで息子の罪を許したことでさえ、息子にとっては罪の重さを

増すものでしかない。また、悪の象徴オマルとモンダールは全く罰されず、人

間を超越した魔神であり続ける。純真だったアブダラーは、父を密告して死な

せる直前に友人ラシードを殺し、一瞬快感さえ覚える。それほどのことをして

手に入れたツルマからは恐れ憎まれ、悪人であるはずのスルタン・アリからま

で徹底的に軽蔑される。どこに正義があるのだろうか。この小説はただひたす

ら、人聞が悪人の策略や運命によってどこまで悪に染まれるか、善人ですらど

こまで悪をなしうるか、どこまで転落しうるかを描いているとしか思えない。

そしてその背後には、超人的能力を再度手に入れようと画策する魔術師の姿が

ある。もちろん結末の悲惨さはティークの想像力によるものであり、オリェγ

トの魔術師など登場させなくとも、彼が人間の悪心に目を向ける傾向を持って

いたことは、 『ブロンドのエックベルト』（Derblonde Eckbert 1797）が雄

弁に物語っている。だが、オマルという人物像が、オリエントとヨーロッパで
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の「知」の追求に対する態度の相違を、はからずも示した一例であるのも確か

である。
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